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3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書 イ

京都市公営企業管理者 交 通局長 島 田 果 三右行門

自動車事業及び高速鉄道事業

4 18
っていまえ
より,新 盗科でのバスエンジンヘの負荷を調整するため,″ミイオディ

ーゼル燃料 100%で のた

う予定でえ  〈<■ 3>バ イオ 100使 用草 2両 ))

筆浸ぢb岳?掲楚蛇零褒具審曇雪象京呈父晏実名烏歓高長を!番ぞ丘F泉と搭台釜季看警督喜P魯貨使
用量が増加し,交 通局のC02排 出量も増えますが,一 方で,自 家用車和1用者の地下鉄の利用促進が

図られ,社 会全体のC02排 出岳は削減されるや)のと考えているぃ

当

担 当 者 氏 名

ファクシ ミツ番号

注 ユ舷当する□には レ 印を記入してください。特定奪業者以外の事業者の方はレ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jと は計画坤問の前年度を f目 標年度Jと は計画朔間の拷終年度を 「報告年度」とは計画抑間のうち 今 回報告
の労空となる年度をいいます
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京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ
ー使用事業者 (原油に換算して1,500キ■リットル以上))

京都府地球温暖に対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模連送事業者 (トラック又は
バス100台以上/タ クシ

ー150台

以上/鉄 道車両150両以上)
序
以上/鉄 道車両150両以上)

「 京都府ゃ球温暖化対策条例施行規則第
10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換録して3,000ト

平成 を 年 月 ～  平 成    20年

バス車両の導入や,職 員への啓発,地 下鉄の

温室効果ガス排出量の削減に取り組む。

ものを採用するなどハード ソフトの両面からの対策を議じ

てヽ IS014001
電気,ガ ス ガ ツサ
19年 夏確に交通后

アイドリングストップ車両 (279両 )及び天然ガス牽両 (9両)の導入 〈く】8>ア イドリングストップ車両105両 及び天然ガス車両3両を
j4

名油と′ヽィォディーゼル練付 (20%)の 滉合燎料の使用 (く18>′ イ`オ20使 用=91両  ′ イ`オ 100■ 帰42両 )

営業所ノ玖 停留時のアイ ドリングストンプの実括と職員へのPtF発(く18′ ス`運行時のアイトリング
ストップの本格的開始)

山科資電所の抵流器運転台数を削濠した。

′ンの蓮ほ開始時間を5分陶繰り下げた。

賢好時の省エネ仕様のものを採用する。

48,115 t

73,510 t

よる温室効果
ガスの削減量

自然エネルギーを利用した


